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１．評価検証の趣旨 

 第七次只見町振興計画に基づく各種事業の実施に当たってはＰＤＣＡサイクルを取り入

れ、より高い効果・成果を求めながら実施していくこととしています。 

※ＰＤＣＡサイクルにおいての実行計画 

 ＣＨＥＣＫ（評価）を、前期、中期、後期の終了年（４年目、７年目、10年目）に

実施します。ＣＨＥＣＫ（検証）においては、行政自らが行うとともに、今回計画に

携わっていただいた、専門部を中心に実施し、事業の進捗（着手の有無）とそれぞれ

の成果（指標は、関連数値や満足度・納得感等）を確認し、検証結果として改善を図

ることとします。 

≪第七次振興計画抜粋≫ 

 後期評価については、10年目となる令和７年度に評価を実施することとされていますが、

第八次只見町振興計画の策定に着手するにあたり、時期を前倒して評価検証を実施します。 

 なお、最終評価となることから、事業に着手したかではなく、振興計画に定める基本方針

について満足度、重要度の評価をもって第七次振興計画を通した取組みの評価とします。 

 

２．検証方法 

第八次只見町振興計画策定に係る町民アンケートによる評価 

  ○期 間 令和６年９月６日～10月 11日 

○対 象 町内在住の 18歳以上の方 1,000名（無作為抽出） 

○内 容 第七次只見町振興計画に定める 29の基本方針について、「満足度」「重要度」

について評価した。（郵送・ＷＥＢ回収による本人記入方式） 

  ○回答数 423（回答率 42.3％） 

 

３．評価検証結果について 

 各基本方針の「満足度」「重要度」について点数化し、散布図にサンプリングしまし

た。「重要度」「満足度」の平均値の交点を基準として、４つのグループに分類し検証を行

いました。 

Ａ 重要度、満足度ともに平均値以上 

Ｂ 重要度は平均値以上だが、満足度は平均値以下 

Ｃ 重要度は平均値以下だが、満足度は平均値以上 

Ｄ 重要度、満足度ともに平均値以下 
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満足 １点

普通 ０点

不満 －１点

満足度

重要 １点

普通 ０点

重要でない －１点

重要度

◆各基本方針の加重平均 

※ 満足度と重要度の選択肢について、下記のように点数化しています。 

 

 

 

 

 

  

平均値

①自然保護意識の醸成

②雪と共存するまちづくり

③道路網の整備と

定住環境の整備

④自然と調和し地域イメージ

に合った景観づくり

⑤水環境の保全と

上下水道の整備

⑥環境衛生の充実

⑦将来の只見を担う子ども

たちの教育の充実

⑧家庭教育力・

地域教育力の向上

⑨魅力ある生涯

学習の推進
⑩地域文化の振興（地域で育ま

れた人の技・物・食の伝承）

⑪生涯スポーツ・レク

リエーションの推進

⑫集落・振興センターなど住民

交流を主体とした地域づくり

⑬新たな視点に

よる地域づくり

⑭行政情報の積極的な公開

と公聴機会の充実

⑮効率的な

行財政運営

⑯ICT（情報通信技術）

の活用

⑰総合的な土地利用・

公共交通体系の確立

⑱共に支え共に生きる

福祉のまちづくり

⑲健康でいきいきと

暮らせるまちづくり

⑳安心して子どもを産み

育てられるまちづくり

㉑高齢者が健康でいきいき

と暮らせるまちづくり

㉒障がいの有無に関わらず

共に生きるまちづくり

㉓安心して暮らせる

まちづくり

㉔受け継ぎ託す、

プライド農業の実践

㉕豊かな森林を活

かした林業の振興

㉖水の郷にふさわしい

水産業の振興

㉗活力と賑わいそして

持続ある商工業の確立

㉘地域経済の発展を担う

魅力ある観光の推進

㉙産業間連携による

地域経済の発展

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

-0.4 -0.3 -0.2 -0.1 0.0 0.1 0.2

重
要
度

満足度

平均値 0.50

平均値 -0.13

A 

D C 

B 
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◆各基本方針の評価グループ 

Ⅳ．住みやすいまちづくり 
 ⑱共に支え共に生きる福祉のまちづくり Ａ 

⑲健康でいきいきと暮らせるまちづくり Ａ 

⑳安心して子どもを産み育てられるまちづくり Ｂ 

㉑高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちづくり Ａ 

㉒障がいの有無に関わらず共に生きるまちづくり Ｂ 

㉓安心して暮らせるまちづくり Ａ 

Ⅴ．働きがいのあるまちづくり 

 ㉔受け継ぎ託す、プライド農業の実践 Ａ 

㉕豊かな森林を活かした林業の振興 Ｄ 

㉖水の郷にふさわしい水産業の振興 Ｄ 

㉗活力と賑わいそして持続ある商工業の確立 Ｂ 

㉘地域経済の発展を担う魅力ある観光の推進 Ｂ 

㉙産業間連携による地域経済の発展 Ｂ 

Ⅰ．自然と共生するまちづくり 

 

①自然保護意識の醸成 Ｃ 

②雪と共存するまちづくり Ａ 

③道路網の整備と定住環境の整備 Ｂ 

④自然と調和し地域イメージに合った景観づくり Ｃ 

⑤水環境の保全と上下水道の整備 Ａ 

⑥環境衛生の充実 Ｃ 

Ⅱ．文化に根づく人づくりとまなび続けるまちづくり 

 

⑦将来の只見を担う子どもたちの教育の充実 Ａ 

⑧家庭教育力・地域教育力の向上 Ｃ 

⑨魅力ある生涯学習の推進 Ｃ 

⑩地域文化の振興（地域で育まれた人の技・物・食の伝承） Ｃ 

⑪生涯ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの推進 Ｃ 

Ⅲ．住民が主役のまちづくり 

 

⑫集落・振興センターなど住民交流を主体とした地域づくり Ｃ 

⑬新たな視点による地域づくり Ｄ 

⑭行政情報の積極的な公開と公聴機会の充実 Ｄ 

⑮効率的な行財政運営 Ｂ 

⑯ICT（情報通信技術）の活用 Ｄ 

⑰総合的な土地利用・公共交通体系の確立 Ｂ 
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◆評価検証 

満足度の比較的高いＡ,Ｃグループについては、取り組み内容に一定程度の効果があっ

たと評価できる。 

一方、満足度が平均以下のＢ，Ｄグループは取り組み内容についての効果が低い評価と

なった。 

個別方針で見ると、満足度が高いものは「⑤水環境の保全と上下水道の整備」、「⑥環境

衛生の充実」、「①自然保護意識の醸成」となっており、満足度が低いものは「⑰総合的な

土地利用・公共交通体系の確立」、「㉗活力と賑わいそして持続ある商工業の確立」、「㉘地

域経済の発展を担う魅力ある観光の推進」となっている。 

特に重要度が高く満足度が低いＢグループについては、第八次振興計画に向け更なる効

果的取り組みの検討が必要となる。 
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参考）町民アンケート結果 

■自然と共生するまちづくり【満足度】 

「満足」の割合についてみると、〔⑤水環境の保全と上下水道の整備〕が 17.7％と最も高

く、次いで〔⑥環境衛生の充実〕が 12.3％、〔②雪と共存するまちづくり〕が 12.1％となっ

ています。 

「不満」の割合についてみると、〔③道路網の整備と定住環境の整備〕が 26.0％と最も高

く、次いで〔②雪と共存するまちづくり〕が 19.1％、〔④自然と調和し地域イメージに合っ

た景観づくり〕が 11.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自然と共生するまちづくり【重要度】 

「重要」の割合についてみると、〔③道路網の整備と定住環境の整備〕が 60.8％と最も高

く、次いで〔②雪と共存するまちづくり〕が 53.4％、〔⑤水環境の保全と上下水道の整備〕

が 49.4％となっています。 

「重要でない」の割合についてみると、〔④自然と調和し地域イメージに合った景観づく

り〕が 4.3％と最も高く、次いで〔①自然保護意識の醸成〕が 2.1％、〔⑥環境衛生の充実〕

が 1.2％となっています。 

  

9.2 

12.1 

5.0 

6.9 

17.7 

12.3 

58.2 

52.5 

55.8 

61.5 

63.4 

67.4 

7.1 

19.1 

26.0 

11.6 

5.0 

4.0 

17.7 

10.9 

7.3 

13.9 

8.0 

9.5 

7.8 

5.4 

5.9 

6.1 

5.9 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自然保護意識の醸成

②雪と共存するまちづくり

③道路網の整備と定住環境の整備

④自然と調和し地域イメージに合った景観づくり

⑤水環境の保全と上下水道の整備

⑥環境衛生の充実

全体（n=423）

満足 普通 不満 分からない 不明・無回答

35.7 

53.4 

60.8 

29.6 

49.4 

40.7 

40.9 

30.5 

25.5 

49.4 

35.9 

43.7 

2.1 

0.9 

0.9 

4.3 

0.9 

1.2 

12.1 

6.9 

3.8 

7.8 

4.7 

5.2 

9.2 

8.3 

9.0 

9.0 

9.0 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自然保護意識の醸成

②雪と共存するまちづくり

③道路網の整備と定住環境の整備

④自然と調和し地域イメージに合った景観づくり

⑤水環境の保全と上下水道の整備

⑥環境衛生の充実

全体（n=423）

重要 普通 重要でない 分からない 不明・無回答
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■文化に根づく人づくりとまなび続けるまちづくり【満足度】 

「満足」の割合についてみると、〔⑩地域文化の振興（地域で育まれた人の技・物・食の

伝承）〕が 8.5％と最も高く、次いで〔⑦将来の只見を担う子どもたちの教育の充実〕が 5.7％、

〔⑪生涯スポーツ・レクリエーションの推進〕が 4.0％となっています。 

「不満」の割合についてみると、〔⑦将来の只見を担う子どもたちの教育の充実〕が 14.7％

と最も高く、次いで〔⑧家庭教育力・地域教育力の向上〕が 11.3％、〔⑪生涯スポーツ・レ

クリエーションの推進〕が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■文化に根づく人づくりとまなび続けるまちづくり【重要度】 

「重要」の割合についてみると、〔⑦将来の只見を担う子どもたちの教育の充実〕が 59.3％

と最も高く、次いで〔⑧家庭教育力・地域教育力の向上〕が 40.2％、〔⑩地域文化の振興（地

域で育まれた人の技・物・食の伝承）〕が 38.5％となっています。 

「重要でない」の割合についてみると、〔⑪生涯スポーツ・レクリエーションの推進〕が

4.5％と最も高く、次いで〔⑩地域文化の振興（地域で育まれた人の技・物・食の伝承）〕が

3.1％、〔⑨魅力ある生涯学習の推進〕が 1.9％となっています。 

  

59.3 

40.2 

31.0 

38.5 

16.8 

24.6 

40.9 

47.3 

40.9 

57.7 

0.5 

0.7 

1.9 

3.1 

4.5 

6.6 

9.0 

10.6 

8.5 

11.6 

9.0 

9.2 

9.2 

9.0 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦将来の只見を担う子どもたちの教育の充実

⑧家庭教育力・地域教育力の向上

⑨魅力ある生涯学習の推進

⑩地域文化の振興（地域で育まれた人の技・物・食

の伝承）

⑪生涯スポーツ・レクリエーションの推進

全体（n=423）

重要 普通 重要でない 分からない 不明・無回答
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■住民が主役のまちづくり【満足度】 

「満足」の割合についてみると、〔⑫集落・振興センターなど住民交流を主体とした地域

づくり〕が 6.9％と最も高く、次いで〔⑭行政情報の積極的な公開と公聴機会の充実〕が

4.0％、〔⑬新たな視点による地域づくり〕が 2.4％となっています。 

「不満」の割合についてみると、〔⑰総合的な土地利用・公共交通体系の確立〕が 28.4％

と最も高く、次いで〔⑮効率的な行財政運営〕が 16.3％、〔⑯ICT（情報通信技術）の活用〕

が 15.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■住民が主役のまちづくり【重要度】 

「重要」の割合についてみると、〔⑰総合的な土地利用・公共交通体系の確立〕が 49.4％

と最も高く、次いで〔⑮効率的な行財政運営〕が 39.2％、〔⑬新たな視点による地域づくり〕

が 35.2％となっています。 

「重要でない」の割合についてみると、〔⑫集落・振興センターなど住民交流を主体とし

た地域づくり〕が 4.0％と最も高く、次いで〔⑭行政情報の積極的な公開と公聴機会の充実〕

が 3.5％、〔⑬新たな視点による地域づくり〕が 3.3％となっています。 

  

6.9 

2.4 

4.0 

0.9 

1.2 

0.9 

66.9 

54.1 

60.8 

52.0 

48.9 

42.6 

8.0 

14.7 

12.3 

16.3 

15.8 

28.4 

11.1 

22.2 

15.8 

22.9 

26.0 

20.8 

7.1 

6.6 

7.1 

7.8 

8.0 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑫集落・振興センターなど住民交流を主体とした地域

づくり

⑬新たな視点による地域づくり

⑭行政情報の積極的な公開と公聴機会の充実

⑮効率的な行財政運営

⑯ICT（情報通信技術）の活用

⑰総合的な土地利用・公共交通体系の確立

全体（n=423）

満足 普通 不満 分からない 不明・無回答

23.4 

35.2 

24.6 

39.2 

32.4 

49.4 

53.9 

38.8 

51.8 

35.5 

41.1 

29.8 

4.0 

3.3 

3.5 

0.7 

0.7 

0.0 

9.9 

14.2 

11.8 

15.1 

16.1 

11.8 

8.7 

8.5 

8.3 

9.5 

9.7 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑫集落・振興センターなど住民交流を主体とした地域

づくり

⑬新たな視点による地域づくり

⑭行政情報の積極的な公開と公聴機会の充実

⑮効率的な行財政運営

⑯ICT（情報通信技術）の活用

⑰総合的な土地利用・公共交通体系の確立

全体（n=423）

重要 普通 重要でない 分からない 不明・無回答
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■住みやすいまちづくり【満足度】 

「満足」の割合についてみると、〔㉑高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちづくり〕が

5.9％と最も高く、次いで〔㉓安心して暮らせるまちづくり〕が 5.4％、〔⑱共に支え共に生

きる福祉のまちづくり〕〔⑲健康でいきいきと暮らせるまちづくり〕が 5.2％となっていま

す。 

「不満」の割合についてみると、〔⑳安心して子どもを産み育てられるまちづくり〕が

25.5％と最も高く、次いで〔㉓安心して暮らせるまちづくり〕が 16.3％、〔㉒障がいの有無

に関わらず共に生きるまちづくり〕が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■住みやすいまちづくり【重要度】 

「重要」の割合についてみると、〔⑳安心して子どもを産み育てられるまちづくり〕が

65.0％と最も高く、次いで〔㉓安心して暮らせるまちづくり〕が 61.9％、〔㉑高齢者が健康

でいきいきと暮らせるまちづくり〕が 54.8％となっています。 

「重要でない」の割合についてみると、〔㉑高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちづく

り〕が 1.4％と最も高く、次いで〔㉒障がいの有無に関わらず共に生きるまちづくり〕が

0.9％、〔⑲健康でいきいきと暮らせるまちづくり〕〔⑳安心して子どもを産み育てられるま

ちづくり〕が 0.7％となっています。 

  

5.2 

5.2 

2.8 

5.9 

1.7 

5.4 

65.2 

67.4 

53.4 

62.2 

62.4 

61.2 

12.3 

12.1 

25.5 

13.5 

13.9 

16.3 

11.3 

9.5 

10.9 

12.1 

15.4 

9.0 

5.9 

5.9 

7.3 

6.4 

6.6 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑱共に支え共に生きる福祉のまちづくり

⑲健康でいきいきと暮らせるまちづくり

⑳安心して子どもを産み育てられるまちづくり

㉑高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちづくり

㉒障がいの有無に関わらず共に生きるまちづくり

㉓安心して暮らせるまちづくり

全体（n=423）

満足 普通 不満 分からない 不明・無回答

50.6 

52.0 

65.0 

54.8 

51.3 

61.9 

33.1 

32.4 

19.6 

29.3 

32.6 

23.2 

0.5 

0.7 

0.7 

1.4 

0.9 

0.5 

7.3 

6.4 

5.9 

6.6 

6.4 

5.2 

8.5 

8.5 

8.7 

7.8 

8.7 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑱共に支え共に生きる福祉のまちづくり

⑲健康でいきいきと暮らせるまちづくり

⑳安心して子どもを産み育てられるまちづくり

㉑高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちづくり

㉒障がいの有無に関わらず共に生きるまちづくり

㉓安心して暮らせるまちづくり

全体（n=423）

重要 普通 重要でない 分からない 不明・無回答
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■働きがいのあるまちづくり【満足度】 

「満足」の割合についてみると、〔㉔受け継ぎ託す、プライド農業の実践〕が 6.9％と最

も高く、次いで〔㉕豊かな森林を活かした林業の振興〕が 2.8％、〔㉖水の郷にふさわしい

水産業の振興〕が 1.7％となっています。 

「不満」の割合についてみると、〔㉗活力と賑わいそして持続ある商工業の確立〕が 26.7％

と最も高く、次いで〔㉘地域経済の発展を担う魅力ある観光の推進〕が 25.8％、〔㉙産業間

連携による地域経済の発展〕が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■働きがいのあるまちづくり【重要度】 

「重要」の割合についてみると、〔㉘地域経済の発展を担う魅力ある観光の推進〕が 44.2％

と最も高く、次いで〔㉗活力と賑わいそして持続ある商工業の確立〕が 43.7％、〔㉙産業間

連携による地域経済の発展〕が 41.4％となっています。 

「重要でない」の割合についてみると、〔㉕豊かな森林を活かした林業の振興〕が 2.8％

と最も高く、次いで〔㉖水の郷にふさわしい水産業の振興〕が 2.1％、〔㉘地域経済の発展

を担う魅力ある観光の推進〕が 1.7％となっています。 

 

6.9 

2.8 

1.7 

1.4 

1.4 

1.4 

48.9 

48.9 

48.5 

45.9 

48.2 

47.3 

12.3 

17.0 

16.5 

26.7 

25.8 

19.1 

24.3 

23.9 

25.8 

18.9 

17.0 

24.8 

7.6 

7.3 

7.6 

7.1 

7.6 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

㉔受け継ぎ託す、プライド農業の実践

㉕豊かな森林を活かした林業の振興

㉖水の郷にふさわしい水産業の振興

㉗活力と賑わいそして持続ある商工業の確立

㉘地域経済の発展を担う魅力ある観光の推進

㉙産業間連携による地域経済の発展

全体（n=423）

満足 普通 不満 分からない 不明・無回答

40.0 

35.5 

29.3 

43.7 

44.2 

41.4 

35.7 

40.2 

45.2 

35.0 

34.3 

35.2 

1.4 

2.8 

2.1 

1.2 

1.7 

0.5 

14.4 

13.2 

14.7 

11.3 

11.6 

14.9 

8.5 

8.3 

8.7 

8.7 

8.3 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

㉔受け継ぎ託す、プライド農業の実践

㉕豊かな森林を活かした林業の振興

㉖水の郷にふさわしい水産業の振興

㉗活力と賑わいそして持続ある商工業の確立

㉘地域経済の発展を担う魅力ある観光の推進

㉙産業間連携による地域経済の発展

全体（n=423）

重要 普通 重要でない 分からない 不明・無回答
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